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５月５日（月）第12会場　午後1:00～2 :30
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とり量の測定

短大　　　○大川由子　長谷川陽子　佐野恂子

体のレプリカ十ゆるみ量である」と言われてい

人体に着用した際、各所にゆとり量か得られる。

は、触針法、モアレ法など種々の方法か提案さ

り量を非接触で測定する簡便な方法を考案し、こ

型のゆとり量を測定し、比較、検討した。

のように直角二等辺三角形上に、試料、スライドプロ

読取望遠鏡を設置する。図2より人台上に投影された

位置をＰとした時のP Qの長さを読取望s 鏡で求める。△

en△P Q AであるのでP A ＝2 1 / 2 * p aとなる。試料服を

させた場合も同様に光の点( R ）の測定よりR Aの長さか求め

れるので、ゆとり量RPaRA－PAから算出できる．

結果　表は、上記方法でゆとり量を測定したものの一例で、回転　光

軸を中心に5度間隔･J 1 回転(360度）させit 特の各点(計7 2

点）のゆとり量を、ウェストラインを基準に屑部に向かって5 cm US

隔で７本の測定線上において測定したものの平均値を示す。

　　　　　　　　各測定線上の平均ゆとり量（文化式）

　

平　均　47.32　　　45.00　32.39　22.42　17.17　4.67　5.58
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